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兵庫県産蝶類分布資料＜1）
一ヤマキマダラヒカゲ･エゾスジグロシロチョウー

広畑政己

がかなり紛れ込んでいることも充分考えられる。

ヤマキマダラヒカケの同定に当っては、高橋真弓(1

970)に従った。またエゾスジグロシロチョウに関して

は、発香鱗と発香嚢の大きさの比率（3の場合） と鱗

粉を除去した後のソケット列の交錯比率（早の場合）

を用いた。※印のあるものはこの方法で同定したもの

である。

両種の同定に当っては、新川勉、藤岡知夫の諸氏に

御助力いただいた。また、採集記録を御提供いただき、

調査に御協力下さった次の方々にお礼を申し上げる。

相坂耕作、青山潤三、入江照夫、石井為久､上田尚志、

尾崎勇、黒田収、木下賢司、木村三郎、高橋寿郎、西

隆広、花岡正、森下泰治、八木弘、山本広一、吉田豊

（アイウエオ順、敬称略）

1， はじめに

兵庫県に於てこれまでに採集された蝶は、偶産種を

加えると130数種を数えるが、これらの種の大半を、

山本広一、吉阪道雄両氏が1958年から1960年にかけて

「兵庫生物」誌上に「兵庫県産蝶類目録」として報告

されている。その後1970年には山本広一氏によって、

1964年までに県下で土着が確認された119種のうち､局

地的な分布をしている50種についてその詳細を「月刊

むし」NQ3に「兵庫県の蝶相」 として報告され、県下

に生息する蝶の分布の大略が明らかになっている。

1970年代に入ると、県下各地で同好会が次々と結成

され、その影響で、従来にも増して精力的な調査が行

われるようになった。その結果、ベニモンカラスシジ

ミの県下に於ける初記録というビッグニュースをはじ

め、ナガサキアケハの土着や、ヒサマツミドリシジミ

を筆頭にミドリシジミ類の新しい産地の発見など話題

はこと欠かない。

その反面、環境の変遷やその他の諸条件により、 ヒ

ョウモンモドキなど現在絶滅したと思われる種や、オ

オウラギンヒョウモンのように激減している種もかな

りでてきている。

このような状況の中にあって、華やかな話題をまく

蝶の影に隠れ、 日の目をみない種も多くある。特にこ

れらの種については、生態面はおろか分布すら解明さ

れていないのが実状である。

そこで、これらの種のうち、この度はヤマキマダラ

ヒカケ、エゾスジグロシロチョウについて、筆者の数

年の分布調査の結果と、これまでに報告された記録と

を併せて県下に於ける両種の分布をまとめてみた。

両種は県下に生息する蝶の中でも極めて同定の困難

な種で、ヤマキマダラヒカケについては11年前までは

サトキマダラヒカケと同種となっていた。従って、そ

れまでの報告ではサトキマダラヒカケとして取扱われ

ているため、ヤマキマダラヒカケとしての記録の集積

がなく、この度の報告では、そのほとんどが、 1971年

以降の記録となった。スジグロシロチョウ、サトキマ

ダラヒカケとして採集されている標本の中には、両種

『

2， ヤマキマダラヒカゲの分布について

国内に産するキマダラヒカケ属Neopeの2種は、 19

70年以前は同種とされ、種内に平地型と山地型の2型

があることが知られていた。しかし、高橋真弓(1970）

は、このキマダラヒカケの平地型と山地型は同一種内

の亜種や遺伝型ではなく、まったく独立した別の種で

あるという見解を提唱され、従来キマダラヒカケとさ

れていたものは、サトキマダラヒカケとヤマキマダラ

ヒカケの2種に分類され現在に至っている。

国内に於けるヤマキマダラヒカケの分布は、高橋真

弓(1970)によれば、北は北海道から南は九州に至る地

域に分布しているが、その分布域は一般的には山岳地

帯に限られ、平地には分布しないのが普通であると記

されている。現に兵庫県下に於ても主として高標高地

にその生息地が多かったが、谷晋(1980)や高橋真弓・

青山潤三(1980)の房総半島の本種の分布に見るように、

県下に於ても低山地（標高20m～80m)にも分布が確

認されており、山岳地帯の蝶のイメージを一新してい

る。県下に於ける採集記録を産地別に1例づつ記すと

次の通りとなる。

〈
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<採集記録＞ 束北部の地域からは、 まだ本種が発見されていない。

しかし前述の通り、キマダラヒカケとして採集された

中に本種が混っているか、発表されていない記録も多

いものと思われる。

一方垂直分布の範囲は広く、下限は豊岡市妙楽寺、

上佐野などの標高20mの記録があり、同市福成寺、西

脇市岡ノ山(80m)、 日高町観音寺と床ノ尾山霧野(1

00m)、豊岡市三開山と佐用町青木(160m)がこれに

次いでいる。

これら標高200m以下の産地は､概知産地37ヶ所のう

ち約30%にあたる11ヶ所もあるが、西脇市岡ノ山、

佐用町青木以外はすべて日本海側にある。この垂直分

布の様式は、 クマザサを食草としているヒメキマダラ

ヒカケの瀬戸内側は高く、 日本海側は低いという様式

に類似している。

標高1,000m以上の記録としては、氷ノ山東尾根、藤

無山山頂、須留峰の3ヶ所があるが、県下に於ける垂

直分布の中心は標高300m～900m(図2)の樹林帯周辺

のクマザサの分布する地域とおおむね一致することか

ら、 クマザサの生息できる気候と環境が重要なポイン

トになっているようである。県下に於ける本種の食草

は、一宮町富士野でクマザサを確認しているが、前記

の概知産地のうち、西脇市岡ノ山や豊岡市妙楽寺など

は、 クマザサが分布していないことからも、今後食草

との関連も併せた調査が望まれる。
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図1． 兵庫県に於けるヤマキマダラヒカゲの

分布概念図
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日本海側の分布については、木下賢司氏をはじめ但

馬虫の会の方々の精力的な調査によって多くの産地が

見つかっているが、図1で見る通り、本種が生息して

いると推測できる養父郡八鹿町から多紀郡に至る県下

、
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川辺郡猪名川町広瀬～銀山191¥ 5-V-1961日浦 勇側

※西脇市野村 1＄ 14-Ⅳ-1973木下総一郎側

※ 〃 出合 1￥13-Ⅳ-1978尾崎 勇鋤

※ 〃平野 1$ －－Ⅳ-1980吉田 豊

※多可郡黒田庄町門柳 1ギ 16-Ⅳ-1976森下泰治

加古川市友沢 （羽化)1¥ 25-III-1959中谷貴寿('3

※相生市三濃山 11 29-V-1978入江照夫“

※神崎郡福崎町新 lt 4-W-1975石井為久“

※ 〃 大河内町川上 13 5-V-1980広畑政己"

※佐用郡上月町上秋里 1＄ 14-Ⅵ-1980西 隆広倒
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3、 エゾスジグロシロチョウの分布について

本種もキマダラヒカケ属Neopeの2種同様同定の困

難な種で、特に春型と夏型の早は近似種のスジグロシ

ロチョウと酷似し、小さな個体で、翅形に丸味をもっ

たスジグロシロチョウは、どちらに分類しようかとし

ばしば迷った経験がある。しかし、前述の通りの方法

で同定すると、まぎらわしい個体も容易に見分けられ

る。これまでに筆者の把握した採集記録と産地別に1

例づつ上げると次の通りとなる。

勇側 ’

邦明側

政己卿

1:1¥14-W-1961尾崎

19 19-m-1970登日

1加早11-V-1980広畑

※津名郡北淡町江崎

〃 〃常隆寺山

※ 〃津名町佐野興隆寺

本種の県下に於ける分布を見ると、スジグロシロチ

ョウよりはるかに局地的ではあるが、その分布域は図

5の通り、淡路島から日本海側まで兵塵県全域にかけ

て点在している。

筆者が調査した生息地のうち、淡路島の佐野興隆寺

では本種のみが見られたが、雪彦山、三濃山、大河内

町川上、西脇市出合、黒田庄町門柳ではスジグロチョ

ウと混生しており、県下での本種の生息地はこのよう

なところが多いのではないかと思われる。

また、一般的に山間部の林縁や渓谷沿いの空地など

を生活の場所としているようであるが、県下の場合は、

そのような場所もあるが、西脇市のように田畑周辺の

林縁や福崎町新のように市川の堤防のようなところも

あり、スジグロシロチョウ生息場所と比較すると際立

った特徴はない。しかし、スジグロシロチョウと本種

の記録を比較してみると、スジグロシロチョウの採集

記録のある波賀町東山、大河内町峰山、砥峰、関宮町

杉ヶ沢、村岡町北鉢伏山、温泉町春木峠､波賀町赤西、
昌

美方町三原高原、美方高原鞍ど標高が500m～1,000m

<採集記録＞
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〃 中央区再度谷

〃摩耶

〃 有馬

宝塚市宝山寺

※ 〃武田尾

川西市笹部

〃花折橋
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〃一庫
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川辺郡猪名川町馬場､

（

加藤昌宏(4)

〃 （4）

21-Ⅳ-1968宮武 側

11-W-1981西 隆広

26-Ⅳ-1970仲田元亮卿

20-W-1971日下部真鯛2）

29-Ⅸ-1976仲田元割、

7－Ⅵ-1964日浦 勇側

17-Ⅳ-1962 〃 側

26-Ⅶ-1966高須賀信僻2）

23-Ⅳ-1972日下部真雄(2)

8－Ⅷ-1976仲田元評，

－32－



てんとうむし129 1981． NQ7

の地域からは本種の記録がない。垂直分布図（図3.4）

で見てもわかる通り、スジグロシロチョウは400m以上

でもかなりの記録があるのに対し､本種は400m以上の

産地は5ヶ所よりなく、スジグロシロチョウが低標高

地から高標高地、本種が低標高地に分布するという以

外な結果がでている。

4、 おわりに

以上、ヤマキマダラヒカケとエゾスジグロシロチョ

ウの分布の一端にふれてみたが、両種とも同定が困難

なことと、普通種であるということから、同好者の

注目を集めず、珍しい種と比較すると研究もたち遅れ

た状態になっている。

これまで採集された標本の中にも両種が混入してい

ることも充分考えられるので、それらの標本と、今後

県下各地の調査に行かれた折に採集された個体を拝見

できる機会があれば幸せである。

発表に際しては、キマダラヒカケ属2種の分布の比

較などをすることが最良と考えたが、筆者の手元には

採集記録も少なく、記録の集積ができるのを待って次

の機会に、今回ふれなかった生態面も加えて報告した

いと考えている。
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